























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































％ 劣「 ％ ％ ％ ％ ％ ％専業メーカー 10，211．933．619．817．55．8 1．2 1OO
一 兼業メーカー 6．3 11．37．O17．519．46，O 2．5 100
一貫メーカー 3．7 4．9≡31．733．617．97．1 1．1 100
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o〕国内責源
用 特別の姻肋を要するかt加里 ■ ；o ヨo 一
値〕原材料輸λ港、理品輸出港
地
△ 先行造成を希望するか O X立 6 O
地
｛3〕国内の製晶市場 ◎ △　　△ ；oo皿v目朱満 o o
因
ωコンヒナート等特定の閑連企業 50ト1000皿ヨ／日 O
手 ㈲下講工場華の塊横 ◎　◎　O用 100ト5000皿ヨノ日 □
の
㈲地堀労働力 o O　O　C」量 500トloooo皿り日 O





〔1ト般摘費者 O 価 枯 ■ … ■ 一
最 〔2圧場群 O C 海水利用を要するか X x x x（3蹄定の関連工場 ］スH＝占め苫割 冨％未満 O
製 重
｛4澗屋．商祉 製 合 ト5％ O o O
15〕全国的散在需要1〕一14〕を除く o 品 5＾10％
要
崎〕大都市需襲1〕一ωを除く 1ト20％
品 ｛7晦外市場㈱出港〕 輸 20％以上
5㎞まで 送 輸送手段の利用割 道路％ 70 60 45 島o
霜
主 m㎞まで 合 鉄遣％ 30 io 蝸 20要
霜 別㎞まで 海上％ 一 30 10 ■要
先 釦㎞まで o トラック輸送の便 絶対的要件 o O
要 と 50㎞まで コ萱 極めて重要 O O
の
距 10田■まで O O 重 要
先 離 妬o㎞まで ロ　ロ　O 路 さして重要でない
2昌0㎞以上 ロ　ロ 有料高速自鋤車道 現在馴＝利用 o x x O





売 適産局管内 o 適 極めて重要先 特定都市およぴ周辺 重 要 o o
　　　　5％以下製占品め　5％一10％ さLて重要でない o O
O 必要性 外貿施設 X O x X
コるス割io％‘20％ ○　O 内貿施設 X O X x労 ト合皇o％一30％‘＝　　　　畠O％以上 港 専用の要 外貿施設 x x X X
O 内貿施設 X X X X
働 重 家庭内職 必要水深 一5．；皿
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す
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力
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上記総設のうち地場雇臨依存度 O　一　一　〇 一17…
o．5万坪未満 O
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　第11表は県別の鋳物工場数を7つの時点でおさえたものである。各年度によ
りまた資料によって，統計の探り方に相異があるので，この数字を単純に比較
することは出来ない。しかしながら全体的な傾向を掘むには，これで一向差し
支えたいのである。
　先述したように鋳物工場の中には100年以上も前から営業を続けているもの
も若干あるので，参考までに近世のものとして1852年の数字を挙げた。この
当時の鋳物師は，京都の蔵人所の直継家を中心として株仲間を結成していたの
でこれはその資料に拠ったものであ乱ωしかしここで指適しておかなけれぼ
ならないことは，この株仲間はほぽ全国の鋳物師によって結成されていたので
はあるが，京，大阪，江戸の鋳物師達と九州及び東北の一部の鋳物師がこれに
参加していなかったことである。したがってこの資料は，その当時の鋳物師の
完全た分布を示すものではないが，上述の点に留意して用いれば非常に有効で
ある。第3図はこれを図示したものである。この図から一見して分かることは，
当時の鋳物産地の分布は，今日のそれとはかなり異なった様相を示しているこ
とである。これはどのようなことに帰困するのであろうか。それは当時の人口
が今日よりも平均的に分布しており，また当時の貧弱な輸送手段からして，消
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第3図近世の鋳物産地（1852年頃）
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費地の牽引力は今日よりも一層強かったと考えられるのである。またこれらの
産地の大部分が河川に沿って立地しているのは，聚落が河川に沼って発達し，
交通路もこれに沼って発達していたという事実の他に，鋳型に用いる良質の川
砂を求めた姿にほかならたい。原料面はここでは触れないが，それらは今目考
えるほど制限的因子となっていなかったと言えよう。それに加うるに，裁建領
主が領国経済の必要上，鋳物師達を保護して城下町などに住まわせたことが大
きな原因となっている。このようなことにより，当時の鋳物産地は，全国各地
の城下町や港町，門前町，宿場町などが多かった。そして第3図に見るように，
京都を中心とする古い文化圏と北陸にかなり産地があったことが窺える。また
江戸，京，大阪も勿論大きな産地であったことは言うまでもない。
　しかしながら当時の重工業として盛えた鋳物工業も，明治維新後の産業構造
の変化，技術革新，国民の生活様式の変化などによって大きな転換に迫まられ，
その転換を成し遂げた産地のみが存続し，他の多くの産地は没落していったの
であ肌明治初年の統計があれば，この過程を明蹴こ示すことが可能であるが，
残念なことにこの当時そのような統計がとられていないので，明らかにするこ
とが出来ない。これよりやや時代の下った1919年の統計は，従来からの産地
に代って，新たに東京・大阪を中心として機械鋳物工場が発生してきたことを
示している。その他の工場数9以下の県は，旧来の産地が存続しているものが
多いと思われる。
　目用品鋳物から機械鋳物への生産転換は，当初では鉄柵，水遣管などの土木
建築用鋳物生産という形で行なわれ，漸次，造船，鉱山機械器具，紡績機械部
品の鋳物生産が発達した。この転換に当たって，日清・日露・第一次大戦によ
る軍需品の発注，関連機械工業の需要増大の果した役割は大きい。同様なこと
ば第二次犬戦についても言える。
　戦後は機械工業，輸送用機器産業の本格的発展に伴なって，鋳物工業は先述
のように新しい拡大と発展を遂げてきたのである。このような発展過程の中で，
　466
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第4図　銃鉄鋳物業の県別分布（1919年）
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第5図　銑鉄鋳物工場の分布（1947年）
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鋳物工業の立地はどのような変化を遂げて来たのであろうか。第5図は1947年
の分布を示すものであるが，ほぼ今日の分布と同じ型を示していることが分か
る。第6図は鋳物工場の集積の多い上位五県の全国比の推移を表したものであ
る。これによれぼ，1909年頃はまだ新興の産地も少なく集中度も55％位であ
ったが，東京・大阪を中心として工業が次第に発達して来ると1919年には65％
という高い集中度を示すようになった。そしてそれ以降は四大工業地帯の形成
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などがありほぽ60％前後を緯持　　　　第6図上位五県の集中度の推移
してきた。しかし戦後の日本経
　　　　　　　　　　　　　　100済の急激な発展は，既成工業地　％
帯での用地難（それに伴なう地
価上昇），用水難，交通難，騒
音，煤煙などの弊害を生みだし
た。新設工場の多くはこれらの　50
地域の周辺部や内陸部に立地す
る傾向が見られ，四大工業地帯
は一つに連がった太平洋岸ベル
ト地帯へと空間的拡大を遂げつ
　　　　　　　　　　　　　　　0
つあるのである。特に機械工場　　九九　九九　九九　九九　九九
　　　　　　　　　　　　　　　　○一一二二三四五五六は内陸部や周辺部に立地したも　　九四　九四　九五　六○　八八隼
のが多く，鋳物工場もそ　　　　　　　　　　　　　　　第一図　県別鋳物工場のローレソツ箇線
れに伴ないこれらの地域
　　　　　　　　　　　　100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％
で増加したので，上位五　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物県の集中度は最近では50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場％を割るに至った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％　このような分散傾向は
第7図のローレソツ曲線　　50　　　　　　　　　　　　　　　　　50
によっても実証されよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1968年う。即ち，鋳物工業はか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1919年たり地域的集積の高い工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1950年
業ではあるが、1919年か
ら！950年，1968年と序々　　0県数（％）　　　　50　　　　　　　10
に分散している傾向が見られる。
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　以上のことから結論として言えることは，既成工業地帯内の鋳物工場数は今
後絶対的には増加することがあっても，その相対的比重は次第に低下するであ
ろう。それは下請的な癌械鋳物生産という現在の鋳物工業の立場からして，そ
の需要先の立地に牽引される姿に他ならないのである。
注（1〕　「文政11年改諾国鋳物師名寄記」流通経済論集v013N0．1昭和43年
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